






はじめに 

超未熟児の不感蒸泄につき一昨年より検討し,生後早期の加湿の重要性につき述べてきた

が,前回(一昨年)は中等度の加湿(60～70%)で生後早期の不感蒸泄(IWL)がかなり高い値を

示していたので,今回はさらに高加湿下(80%前後)においた場合を検討し,前回の結果と比

較し,得られたいくつかの知見を示す。 


